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第二内科の診療領域

＜消化器内科＞
　肝臓（ウイルス性肝疾患、自己免疫性肝疾患、代謝性肝疾患、肝腫瘍など）
　胆道（胆道感染症、胆石破砕術、閉塞性黄疸、胆道癌など）
　膵臓（膵炎、膵癌など）
　消化管疾患全般

＜糖尿病内科＞
　糖尿病　高脂血症　高尿酸血症　肥満
＜膠原病内科＞
　リウマチ・膠原病
　（関節リウマチ、強皮症、全身性エリテマトーデス、多発性筋炎・皮膚筋炎、
　　血管炎症候群、混合結合組織病、ベーチェット病、シェーグレン症候群など）
＜内分泌内科＞
　甲状腺疾患、下垂体疾患、副甲状腺疾患、副腎疾患、
　カルシウム・リン代謝異常、骨粗鬆症

http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/gastrol.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/gastrol.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/DM.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/DM.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/collagen.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/collagen.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/endocrinol.html
http://www.asahikawa-med.ac.jp/dept/mc/imed2/endocrinol.html


主な関連病院と診療分野

旭川赤十字病院（旭川市）  糖尿病内分泌
旭川厚生病院（旭川市）  糖尿病内分泌、膠原病
国立病院機構旭川医療センター（旭川市）消化器、糖尿病
市立旭川病院（旭川市）  糖尿病
旭川リハビリテーション病院（旭川市）消化器
名寄市立病院（名寄市）  糖尿病
札幌厚生病院（札幌市）  糖尿病内分泌
恵み野病院（恵庭市）   消化器、糖尿病
渓和会江別病院（江別市）  消化器、糖尿病
置戸赤十字病院    一般内科、糖尿病
吉田病院    糖尿病、一般内科



第二内科の現況：
専門研修コースの概要



初期研修プログラムの概要
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から２科）

選択科目11か月
将来専門としたい診療科を中心
に関連の診療科で研修

1年目 2年目

合計13か月間必修



中標津町町立病院

２年目に臨床研修できる内科３科の関連病院

函館協会病院

北見小林病院

旭川地区
市立旭川病院
旭川厚生病院
旭川赤十字病院
道北病院
吉田病院

旭川リハビリテーション病院
進藤病院

遠軽厚生病院

砂川市立病院

札幌地区
札幌東徳洲会病院
国立西札幌病院
北海道循環器病院

士別市立病院

青字：協力型臨床研修病院

赤字：臨床研修協力施設

岩見沢市立病院
富良野協会病院

滝川市立病院
深川市立病院

市立稚内病院

留萌市立病院

国立帯広病院

名寄市立病院

恵み野病院

置戸赤十字病院



第二内科の現況：
取得可能な認定医・専門医

　　・日本内科学会認定内科医
　　・日本内科学会総合内科専門医（内科専門医）
　　・日本糖尿病学会専門医（糖尿病専門医）
　　・日本内分泌学会専門医（内分泌代謝科専門医）
      ・日本リウマチ学会専門医（リウマチ専門医）
　　・日本消化器病学会専門医（消化器病専門医）
　　・日本肝臓病学会専門医（肝臓病専門医）
　　・日本消化器内視鏡学会専門医（消化器内視鏡専門医）
      ・日本超音波医学会専門医（超音波専門医）



第二内科の現況：
女性医師の割合

• 大学病院・関連病院勤務医師の約30％
    既婚　88％

• 女性医師が従事する診療分野の内訳：
　 糖尿病・内分泌代謝  53％
　 膠原病    13％
　 消化器病    17％
　 一般内科　他   17％



第二内科関連領域の現況：
女性支援の取り組み

• 関連学会学術集会における託児室の設置
　日本糖尿病学会、日本腎臓学会、日本内分泌学会、日本
甲状腺学会、日本消化器病学会、日本肝臓学会、日本消
化器内視鏡学会、日本超音波医学会　など多数。

• キャリア支援への取り組み
　日本内科学会：日本医師会医師再就職支援事業推進学会
 日本腎臓学会：男女共同参画委員会の設置
　日本消化器病学会：女性消化器医師支援委員会の設置



第二内科育児支援の実際：
育児女性医師の現況

• 大学病院・関連病院勤務の女性医師の約60%が育児中
• 大学病院勤務で育児中の女性医師
　　 当直業務の免除
  外勤先の配慮（市内病院）
  子供の急病などによる欠勤のサポート
  外来・検査などの業務が中心
  外勤先保育施設の活用　　　
         非フルタイムでの復職
  子供の就学等を考慮した派遣先・時期の調整



第二内科育児支援の実際：
育児しながらキャリアアップ1

• A医師の場合
　19XX年　旭川医大卒　同年第二内科入局、大学院入学
入局2年目　　 国内留学
　   4年目　　大学院修了　医学博士取得　結婚　
　   5年目　　育児休職（1年間）
　   6年目　　復職　大学病院勤務 　　
　   9年目　   海外留学（1年間）
    10年目　　帰国　大学病院勤務　基礎研究　　
    22年目　   大学病院勤務（教官）



第二内科育児支援の実際：
育児しながらキャリアアップ2

• B医師の場合
　19XX年　　旭川医大卒　同年第二内科入局
　　　　　　　大学病院、道内関連病院勤務
　翌年　　　　結婚
　入局３年目　育児休職（２年間）
　　　５年目　復職　大学病院勤務（夫も旭川市内勤務）
　　　７年目　育児休職（１年間）
　　　９年目　復職　大学病院勤務（夫も旭川市内勤務）
　　１０年目　大学病院　助手　　
      １１年目　休職（夫の留学に随行 １年間）
　　１５年目　復職　市・道内関連病院勤務（夫の勤務地近隣）　　   
      １８年目　大学病院二輪草プログラムにより復職 



第二内科育児支援の実際：
育児しながらキャリアアップ3

• C医師の場合
　19XX年　　旭川医大卒　同年第二内科入局、大学院入学
　入局３年目　結婚
　入局４年目　大学院修了　医学博士取得
　入局５年目　大学病院、市内、道内関連病院勤務
　　　８年目　海外留学　（夫と共に　２年間）
　　１０年目　育児休職（半年間）
　　１２年目　復職　大学病院勤務（教官） 



第二内科は皆さんの力を必要としています
お待ちしております


